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坂
の
上
テ
ラ
ス
は
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
方
式
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
地
上

10
階
建
て
、20
戸
（
う
ち
賃
貸
８
戸
）

の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。
明
治
元
年
創

業
の
和
菓
子
店
『
宝
来
屋
』
の
店
舗

建
て
替
え
を
き
っ
か
け
に
、
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ブ
方
式
で
建
設
さ
れ
平
成
21

年
11
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式
と
は
、「
自

ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
人
が
、組
合
を
結
成
し
、

共
同
し
て
事
業
計
画
を
定
め
、
土
地

の
取
得
か
ら
、
建
物
の
設
計
、
工
事

発
注
な
ど
の
業
務
を
行
い
、
住
宅
を

取
得
し
、
管
理
し
て
い
く
方
式
」
で

す
。
ま
ず
住
宅
建
設
を
目
的
と
す
る

協
同
組
合
が
先
行
的
に
存
在
し
、
こ

の
組
合
が
住
宅
建
設
の
主
体
者
と

な
っ
て
、
土
地
の
選
定
・
購
入
、
建

物
の
企
画
を
行
い
、具
体
的
な
設
計・

建
設
に
つ
い
て
専
門
家
に
依
頼
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

坂
の
上
テ
ラ
ス
は
、
も
と
か
ら
の

地
権
者
３
人
と
新
し
く
参
加
し
た
10

世
帯
で
「
建
設
組
合
」
を
つ
く
り
、

着
工
ま
で
に
２
年
以
上
も
検
討
を
重

ね
た
だ
け
に
、
管
理
組
合
の
皆
さ
ん

は
気
心
の
知
れ
た
方
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
で
も
大
地
震
が
起
き
た
と
き

の
対
応
に
つ
い
て
は
不
安
が
あ
る
た

め
、
今
回
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
申
請
を
し
た
と
の
事
で
す
。

　

こ
の
日
は
管
理
組
合
の
防
災
部
長

他
数
名
で
①
坂
の
上
テ
ラ
ス
の
現
状 

②
制
度
の
概
要
や
取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
③
防
災
・
危
機
管
理
課
と
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
そ
れ
ぞ
れ
で
作
成

し
た
「
防
災
計
画
」
の
内
容
等
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
理
事
会
に
報
告
を
し
た

　６月上旬より、区内全分譲マンションを対象として、千代田区とまちみらい千
代田のマンション支援策を検討する際の基礎データ作成を目的としたアンケート
調査とヒアリング調査を行っています。
　平成 20 年のマンション再生支援調査から５年が経過し、建替え等により再建
されたマンションや新築マンションのデータベースを作成します。この調査結果
は今後のマンション支援施策推進に活用していきます。
　さらにこの調査結果を集計分析し、現在の助成制度や支援制度の見直しや新制
度の検討等も行い、区や都に対し提案をしていきます。
ご協力をお願いします。
■調査期間
　平成 25 年６月上旬～ 10 月上旬を予定
■�アンケート・ヒアリング調査の対象
　分譲マンション管理組合理事長、役員等
■アンケート内容
　 マンションの構造・管理実態・防災備蓄や防災

マニュアルの整備状況・エレベーターの現況等
■ヒアリング内容
　 管理組合の活動状況、総会・理事会の開催状況、理事の任期、地域活動状況、

防災対策の状況、マンション内のコミュニティの状況、必要な支援制度や助成
制度、マンションでの問題点等

　調査は有資格者が行い、マンションを専門家の目で判断し、詳細な調査を行い
ます。
※ 調査結果は報告書にまとめ、年度内を目途に、各マンションへ送付いたします。
問�合せ　住宅まちづくりグループ ☎３２３３－３２２３

次回「ちよだ青空市」は
7月3日㈬10:00～16:00開催

問�合せ�　　　　　　　
ＮＰＯ法人農商工連
携サポートセンター

　☎５２５９－８０９７
会�　場　　�　　　　　
　千代田区神田錦町３
－２１ ちよだプラット
フォームスクウェア
　地下鉄東西線竹橋駅 3B 出口より徒歩 2 分

 http://www.npo-noshokorenkei.jp/index.html

マンション実態調査にご協力を

第
1
号
を
派
遣
し
ま
し
た

　

５
月
27
日
㈪
に
平
成
25
年
度

第
２
回
評
議
員
会
が
、
31
日
㈮

に
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
24
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
が
審
議
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
詳

し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
３
２
３
３
‐
７
５
５
６（
直

通
） http://chiyoda-days.

jp/future/sum
m

ary/

後
、
本
格
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
の
制
度
の
活
用
で
マ

ン
シ
ョ
ン
防
災
計
画
・
マ
ン
シ
ョ
ン

震
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
千
代
田
区
の
防
災
備
蓄

助
成
の
補
助
率
が
割
り
増
し
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に

合
っ
た
備
蓄
物
資
も
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

是
非
、
あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を

　

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
24
年

度
に
引
き
続
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に

関
す
る
相
談
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会 

都
心
区
支
部
の
協
力

を
得
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
４
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
常
駐
し
、
相
談
者
１
組
に

対
し
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

と
財
団
職
員
で
相
談
を
お
受
け
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

事
前
に
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
へ
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
詳
細

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
え
ま
す
。

※ 

相
談
は
1
回
30
分
程
度
、
予
約

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
3
水
曜

　

15
時
～
17
時

　
（
当
日
受
付
は
16
時
ま
で
）

■
場
所　

神
田
錦
町
３

－

21

　

 

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス

ク
ウ
ェ
ア
５
階
会
議
室

※ 

当
日
、
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
の

４
階
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
個
々
の
相
談
内
容
が
公
開

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常

生
活
や
建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
の

相
談
等
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問�

合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

 

☎
３
２
３
３

－

３
２
２
３

マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会

活
用
し
て
、
防
災
力
を
向
上
さ
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

■�

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の

相
談・申
請
先

　

 

環
境
安
全
部 

防
災
・
危
機
管
理

　
課 

防
災
対
策
主
査

 

☎ 

３
２
６
４

－

２
１
１
１

 

内
線
２
２
９
６

■�

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
費
用　

無
料

※ 

防
災
計
画
等
を
作
成
し
た
際
に

は
、
備
蓄
物
資
等
の
購
入
費
用
助

成
の
補
助
率
の
割
増
を
受
け
ら
れ

ま
す
。（
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
備
蓄

物
資
等
の
購
入
費
用
助
成
制
度
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、防
災・

危
機
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

平
成
24
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算

評
議
員
会
・
理
事
会
で
承
認

千代田区マンション
防災アドバイザー

マ
ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
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第5回　千代田ビジネス大賞　表彰企業紹介
紹介記事・ビジネス大賞に関する問合せ　産業まちづくりグループ　☎３２３３－７５５８

　文化や商習慣の異なるバングラデ
シュで様々な困難に直面しながらも
諦めること無く乗り越え、首都ダッ
カの公共交通機関にICチケットシ
ステムの導入を実現し事業化すると
ともに、バングラデシュ国内のイン
フラサービスを飛躍的に向上させた
点が評価され特別賞（経営革新部門）
を受賞しました。
　株式会社エヌ･ウェーブでは、バ
ングラデシュのITエンジニアを採
用したことをきっかけに成長著しい
バングラデシュの潜在力の高さを伺
い知りました。このことによって新
たなビジネスチャンスの場として着
目し、2009年より同国の国営バス
会社に対して、SONY製のICカード 

（FeliCa）を 利 用 し たICチ ケ ッ ト 
システムの導入が決定しました。こ
れに伴い現地法人を設立し現在では
約200名のスタッフを雇用しサービ
スを提供しております。
　当社のような従業員10名程度の
中小企業が独自に海外進出を果た

し、途上国から新興国へと経済成長
しているバングラデシュの国営企業
を取引先として事業展開をしたこと
はBOP（Base of Pyramid）ビジネス 
事例としてテレビ番組や書籍等でも
紹介され、様々な企業からも注目さ
れています。
　今後は、ICチケットに留まるこ
となく、電子マネー等の機能を拡充
させることで、より一層ユーザーの
利便性を高めてゆけるようサービス
の向上を目指しつつ、バングラデ
シュをモデルに同様の環境下にある
アジアやアフリカ等の新興国を対象
にサービスの提供をしてゆくことを
目標としています。

　株式会社フィル・カンパニーは、
都市部を中心に多数存在する駐車場
の上部の未利用空間を活用する空中
店舗「フィル・パーク」の企画・開発・
運営・管理を行っております。
　これまで未利用であった駐車場の
上部空間を活用する空中店舗「フィ
ル・パーク」というビジネスモデル
を開発し、30箇所展開しておりま
す。新しい発想のビジネスモデルで
あることに加え、駐車場という、無
人で暗く危険であるというイメージ
の場所を、明るく安全で人が集まる
空間を創出し、地域活性化を実現し
ている点が評価され、優秀賞を受賞
しました。
　「フィル・パーク」事業は、土地
オーナーの方々には新たな収益機会
を提案し、テナントの方々には新た
な出店スペースを提供いたします。
そして、地域の人々には人が集まる
明るい空間を創出する地域活性化を
実現できる三方良しの新しいビジネ
スモデルとなります。

　これまでの実績としては、カフェ
やレストラン、美容系サロン、ア
パレル、保育施設、介護予防施設、
シェアハウス、オフィスなど、その
地域に必要とされるテナントに利用
していただいております。また、６
月には、フィル･パーク事業初の関
西進出となる「フィル・パーク京都
河原町」がオープンします。
　今後も、社名の由来で企業理念で
もある「フィル＝共存共栄」の精神
で、「駐車場」と「人」と「植物」が共生
できる事業として、2015年までに
全国主要都市を中心に100箇所展開
していく予定です。

～駐車場の“空中”から始まる無限の可能性～ 

株式会社フィル・カンパニー 
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-2-6 フィル・パーク飯田橋 

TEL 03-5275-1701 FAX 03-5275-1702 

Corporate site： http://philcompany.jp/
Service site： http://philpark.jp/      E-mail： info@philpark.jp 

フィル・パーク飯田橋（After） フィル・パーク飯田橋（Before） 

空中店舗「フィル・パーク」
●駐車場を残すという新しい土地活用 

●まちを明るくし、まちづくりに貢献 

特　別　賞

株式会社エヌ・ウェーブ
　　　　　　　代表取締役　矢萩　章　社長　　　　　　　

“千代田区からアジアの新興国へ進出”

優　秀　賞

株式会社フィル・カンパニー
　　　　　代表取締役　高橋伸彰　社長　　　　　
“駐車場の『空中』から始まる無限の可能性”

　

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
「
住

宅
ま
ち
づ
く
り
」「
区
民
住
宅
の

供
給
」「
産
業
ま
ち
づ
く
り
」「
普

及
啓
発
」
の
４
つ
の
事
業
を
柱
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
事
業
は
財
団
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
財
団
を
ご
支
援
く
だ

さ
る
個
人
・
団
体
の
賛
助
会
員
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
賛
助
会
員
に
ご
入
会
頂

き
、
千
代
田
区
の
ま
ち
の
活
性
化

を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。

■
会
員
の
特
典

① 

財
団
が
作
成
し
た
ま
ち
づ
く
り

等
の
関
連
資
料
や
情
報
の
提
供

② 

財
団
が
主
催
す
る
講
演
会
、
セ

ミ
ナ
ー
等
の
案
内
及
び
招
待
、

割
引
制
度

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
モ
バ
イ
ル

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が

一
堂
に
出
展
す
る｢

ス
マ
ー
ト 

フ
ォ
ン
＆
モ
バ
イ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
春｣ 

が
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
３
日
間

で
８
万
４
千
人
が
来
場
し
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
に
は
第
５
回
千

代
田
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
に
て
特
別
賞

を
受
賞
し
た
株
式
会
社
ス
タ
デ
ィ

ス
ト
も
出
展
し
、
自
社
開
発
し
た

ア
プ
リ
「T

eachm
e

」
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。「T

eachm
e

」
と

は
、
方
法
や
手
順
を
写
真
と
文
字

を
使
っ
て
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く

③ 

財
団
が
実
施
し
た
調
査
、
研
究

の
結
果
に
つ
い
て
の
概
要
紹
介

④ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
へ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の

情
報
掲
載

⑤ 

ま
ち
み
ら
い
ニ
ュ
ー
ス
広
告
掲

載
料
金
割
引
制
度

⑥ 

千
代
田day's

バ
ナ
ー
広
告
掲

載
料
金
割
引
制
度

※ 

会
員
特
典
の
充
実
を
図
る
た
め

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
会
員
の
種
類
及
び
年
度
会
費

　

法
人
会
員
１
口
（
２
万
円
）
以
上

　

個
人
会
員 

１
口（
３
千
円
）
以
上

※ 

平
成
25
年
度
会
費
納
入
の
ご
案

内
は
8
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

 

☎
３
２
３
３

－

７
５
５
６

伝
え
ら
れ
る
ア
プ
リ
で
、
中
小
企

業
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
現
場

か
ら
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

問�

合
せ　

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
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